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コンクリート構造物全般 
対象構造物 

 

コンクリート穴の内面に溝を切削する内面溝切削装置 
項 目 

 

スプリングビット及びコアドリル 

内

容 

使 用 機 器 
 

53φ×1450Ｌ〜2550Ｌ×1768 本 (鉄塔大型基礎補強工事) 
使 用 実 績 

 

後施工アンカーボルトの引抜き強度が増強する。 

１． 溝がないケースは、降伏荷重は、１１０ｋＮ。 

２． 溝があるケースは、降伏荷重は、３８０ｋＮ 

    鉄筋の降伏荷重は、３４５ｋＮ。 

    溝があるケースは、ないケースの約３倍の強度が増強する。 

 

    コンクリート削孔穴の大きさは、３０φ、４０φ、５３φ、６５φ、８０φ、１１０φ
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